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第 2 章では、第 1 章で述べた呼び割当て方式に対し、ファジィルールベース方式の適用を提案し、運転制御のため
の一般的な枠組みを示した。提案方式の構成と動作を示し、シミュレーション実験によって提案手法の有効性を確認
した。
第 3 章では、第 2 章で提案したファジィルールベース方式に対する知識撞得環境を提案した。ここでの提案方式は
シミュレーションとエレベータ一群最適運行の数学的解析結果を組み合わせた方法である o 最初に知識獲得環境の構
成について述べ、知識獲得環境で利用する数学的解析手法を示した。
第 4 章では、特に UP Peak 型交通に焦点をあてた。 UP Peak 型交通とは、玄関階に多数の乗客が到来し上方階に




第 5 章では、第 4 章で検討した指標とエレベータ一群の挙動分析結果をもとに、本研究の枠組みであるファジィルー
ルベースの一環として、配車台数を決定するためのファジィルールを設定した。そして、このファジィルールを用い
て配車台数をオンラインでチューニングして L 、く方式を提案し、シミュレーション実験により有効性を確認した。













つぎに、朝の出勤時間帯の輸送形態(これを UP Peak 型交通と呼ぶ)を想定した“ファジィルールベース方式"
を提案している o そこでは、複数台のかごを配車する必要があるが、配車台数を決定するためのファジィルールを求
め、 UP Peak 型輸送需要に対する群管理方式を提案し、シミュレーションによりその有効性を確認している。
以上のように、本論文は大型ビルにおける複数台のエレベータを対象にして、平常時および UP Peak 時における
群管理方式について、新たに“ファジィルールベース方式"を提案し、これによって多様な輸送需要に対する輸送効
率の向上が図れることを明らかにしているO よって本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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